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入 学 した て の 学生 が ､ 大き な夢 を ふ くらま せ て い る

の は 疑 い の な い こ と で あ る｡ 医学部 の 学生 で あれば ､

思う こ と は ､ ｢ 解剖学 で 何を学 ぶ の で あろ うか ､ 外科

学 で 学 ぶ 手術 は 自分 で も で き る よう に なる の で あ ろう

か ､ . . + ｡ しか し､ ど の 分野もそ う で あ るが ､
一

般的な 予備知識が な け れ ば専門科 目 の 修得 は難 しい し､

人間性を高め る た め の 教養科 目 の 修得も大切 で ある｡

一

年 に 短縮 さ れた と は言 え ､ こ れ ら の 目 的 で 教養科

目 を学 ぶ 期間 が残 さ れた の で あ る｡ で は こ の 教養教育

と併行 し て 行われ る よう に な っ た ｢ 医学序説+ に は ､

い か なる期待が こ め られ て い る の で あろう か｡

一

つ は ､

教養科 目や 専門科 目を 真剣 に 学ぼ う とす る意欲をか き

た て る こ と で あ ろ う｡ もう
一

つ の 目 的は ､ ｢ 医学序説+

を通 し て 医者 と し て の 倫 理 感を持 っ て もら い た い と い

う気持ちが ある ｡ こ こ で
一

つ ､ 医者 の 倫理感 に つ い て

の 考察を した い と思う｡

医師は 知識偏重 で 患者 の 気持ちを十分に 理解 して 治

療 に 当た っ て い な い ､ と い う点が 社会的に 指摘さ れ て

い る ｡ こ の よ うな 問題 が起 こ っ て い る 重大 な理 由が あ

る こ とに ､ 最近 ､ 私 は気 づ い た の で あ る ｡ そ れ は ､ 医

師が基本的なある 点 の 知識 が 欠け て い て ､ 正 しくない

治療を行 っ て い る と い う 可 能性 で ある ｡ 間違 っ た 治療

を 行 え ば､ 患者 は 治癒せ ず 不満 が た ま る し､ 医者も し

ば しば変 え る し､ 捨て る薬も多く な る｡ そ の 基本的な

ある 点と は ､
ヒ トの 白血 球も他の か らだの 細胞 と 同様

に 自律神経支配を受け て 変動 し て い る とい う こ と で あ

る｡ 白血 球 の う ち 細菌 を処 理 す る額粒球 は 交感神経支

配 を 受け ､ 免疫 を 成立 さ せ る リ ン パ 球 は 副交感神経支

配を受け て い た の で あ る (1 9 9 6 年筆者ら) ｡ そ して ､

こ れ ら白血 球 は過剰反応 を起 こ し生体 に 不 利益を与え

る場合もあ る と い う こ と で あ る｡ 精神的 ス ト レ ス ､ 長

時間労働 ､ 不 規則な生活 ､ 痛み 止 め の 長期使用 で ､ 交

感神経優位 と な り額粒球 が ふ えすぎ組織障害や 発癌 に

至 る し､ 逆に ､ 肥満､ 運動不 足､ 排気 ガ ス の 吸入 に よ っ

て 副交感神経優位 とな りリ ソ パ 球がふ えすぎ ア レ ル ギ ー

疾患 の 頻度 が 高ま る｡ 自己免疫疾患 は む しろ前者 の 交

感神経刺激 で 誘発す る ｡

こ の ような生物学的理解が ない と､ 若い 医師た ちが

い くら情熱に 燃え て 治療を行 っ て も､ 社会的 に 問題を

引き起 こす ｡ つ ま り ､ 社会問題 に なる 真 の 原因は ､ 現

在医学 の 未熟 さ そ の もの に あ っ た ように 思う｡

つ ま り こ こ で 言 い た い の は ､ 医学 そ の も の の 未熟さ

が あ るた め に 今回 の ｢ 医学序説+ もま た 完成 さ れた 話

に な っ て い な い 可能性 が 大き い と い う こ と で ある ｡ 完
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成 さ れた ( あ る い は 完成 に近 い) 学問の 序説を 構成す

るならば安 心 して ア レ ン ジ で きる で あ ろうが そう はな っ

て い な い よう に思う｡

こ れは また ､ 医学 が 人間相手の 学問 ゆ え に ど の 学科

の 学問 よりも未熟な段階に あるせ い なの か も しれない ｡

よく言えば医学 は発展途上 に あ る学問とも言え る｡ 実

際､ 全 て の 学問 の 分野 で ､ 現在医学ほ ど 多くの 論文 が

毎 日毎 日 生み 出され て い る分野もな い もの で あ る｡

一

般の 人 で も学生 で も､ ある い は ､ 医者自身 で さ え ､

医学が か なり 完成度の 高い 学問と誤解 して い る ような

人が 多 い と 思う｡ 今 回 の 学生 の ア ソ ケ
-

ト に は 間 に合

わな か っ た が ､ こ う い う医学側 の 問題点や 視点をは っ

きり し て か ら､ 再び来年の ア ン ケ ー トと比較す る 必 要

が あ ると思われる ｡ そ う で な い と聞く側 の 学生 の 意見

も､ 単に 講義 が わか りや す い とか わ か り にく い と か ､

ある い は ､ 先生の 内容 が適切 か どう か な どあ りき た り-

の 指摘に な っ て しまう ような気が す る｡ そ れもある程

度重要と思う が ｡

講義内容と受講状況

平成 8 年度の 本講義は2 7 コ マ が 割り振られ､ 4 月1 5

日 の ガイ ダ ン ス を含む第1 回 目 か ら 2 月 3 日ま で ､ 以

下 の ような内容 の 講義 が 実施され た ｡

神経､ 免疫 ､ 内分泌系連携の 原 理 (医動物学 安保

教授)

ヒ ト は ど こ か らや っ て きた の か 一人体 の 発生 と進化-

(解剖学 熊木教授)

か らだ の 中の ミ ク ロ の 構造 (解剖学 牛木教授)

症状 か らみ た 目 の 健康管理 ( 眼科学 阿部教授)

脳 の 解剖 (解剖学 幸 田教授)

皮膚の しくみ と皮膚病 (皮膚科学 伊藤教授)

胃と腸 の 発生 と しく み ( 内科学 朝倉教授)

音 と聴覚機構 (耳鼻咽喉科学 中野教授)

病原体と感染症 ( 細菌学 光山教授)

病気 と マ ク ロ フ ァ
ー ジ ( 病理 学 内藤教授)

多く の 人 の 胃 に み られ る 細菌 と そ れ に よ る 胃病変

(病理 学 渡辺教授)

神経調節と 内分泌調節 の 協関 (生 理 学 本間教授)

臓器移植と人工 臓器 (外科学 江 口 教授)

近代外科 の 父 ア ン プ ロ ア ズ ･ パ レ ( 小児外科学

岩淵教授)

ア レ ル ギ ー と 糸球体腎炎 ( 免疫病態学 清水教授)

腎移植 の 現況 と将来 の 展望 (泌尿器科学 高橋教授)

医学 の 中 の セ レ ソ デ ィ ピ テ ィ
ー

( 予期 せ ぬ 発見)

( 衛生学 山 本教授)

が ん と 遺伝子 (産婦人科学 田 中教授)

医療放射線の 功罪 ( 放射線医学 酒井教授)

い た み (麻酔学 下地教授)

生と死 ､ 法と医学 ( 法医学 山内教授)

薬と は何 か ? (薬理 学 今井教授)

くす り の 定義と投与剤形 ( 薬剤部 丹野教授)

ス ポ ー

ツ と 栄養 は なぜ 骨 の 健康 に 大切か (整形外科

学 高橋教授)

子どもを め ぐる 最近 の 話題 ( 小児科学 内山教授)

病気 の 予防 は 可 能か ? ( 検査診断学 岡 田教授)

おぁりに

｢ 医学序説+ の 開講の 目的 が ､

一

つ は 医学の 真髄 に

触れ勉学意欲を 高 め る こ と と ､ 二 つ 目 は医師 と して の

倫理 感 を持 っ て もら う こ と と思う ｡ こ の 機会に ､ 医師

の 倫理感 が社会問題 に な る真 の 理 由を考察して み た ｡

そ れ は ､ 現代医学 が生体防御系 の 自律神経支配 とそ の

過剰反応を理解 して い な か っ た 点 に あ る と思う｡ こ の

理解の ない まま で の 治療は ､ 応 々 に して 逆 の 治療を行

う結果 に な り ､ い くら努力 し て も患者や 社会に 大い な

る 不 満をもた らす こ と に な る｡

なお こ の 後 に ､ ア ン ケ ー ト の 集計 が あります の で ､

参考に して く だ さ い
｡
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授業改善のためのアンケート(学生による授業評価)ー

-

平成8年度第2学期・通年講義科目集計結果
･ 一

新潟大学大学教育開発研究セソター

平成 9 年 2 月

回答人数 117 名

講義 番号 G IO 4 3 医 学序説

新潟大 学で は教 育改善の 検討を行 っ て い ま す｡ こ の ア ソ

ケ
ー

トはそ の た めの
一

環と して 行うも の で ､ 授業 に 対 す る

学生 諸君 の 評価 ･ 意見等 に基 づい て ､ 授業 の 改善や教員の

教 育能力の 向上 に 役立 て る こ とを 目的 とす るも の で す ｡ こ

の ア ン ケ ー ト結果が この 目的 以外の 成績評価な どに 使用 さ

れ る こ とは あ りませ ん｡

選択肢の 中で 当て はま るも の を選択 し､
マ

ー

ク シ
ー

トの

該当の 番号 の 上 下の テ ン をH B の 黒 鉛 筆で 正 確 に ｢ 線+ で

結 ん で マ
ー

ク して く ださ い ｡

選択肢が ｢ ＋ ＋ ＋ 0

次 の こ と を表して い ます ｡

｢ ＋＋+ は ､

｢ ＋ + は ､

｢ o + は ､

｢ - + は､

｢ - - + は､

- -+ に な っ て い る場 合 は､

｢ 強くそ う 思う+

｢ そ う思 う+

｢ どちら で もな い+

｢ 反 対 だと 思う+

｢ 強 く反 対 だと 思う+

なお ､ 特 に 意見 ･ 感想 の な い 場 合 に はそ の 質 問 に 答 える

必 要 はあ りませ ん の で
､

マ ー ク シ ー トの 該当欄は空 白 に し

て お い て く だ さい ｡

ま ず準備 と L ての質問で す｡

( 1) どの 学 部 に 所 属 して い ます か ｡ ( 在籍番 号 の 最 初の ア

ル フ ァ ベ ッ トで す)

H P L E S M D T A

3 5 3 5 6 88 0 1 5

( 2 .6) ( 4 .3) ( 2 . 6) ( 4 .3) ( 5 . 1) ( 75 .2) ( 0 .0) ( 0 .9) ( 4 .3)

( ) 内 の 数値は 回答人 数 に 対す る百 分率｡ 以 下 同様

(2) 入 学 年 はい つ で す か｡ ( 在 籍番号 の 最初の 2 ､ 3 番目

の 数字で す)

9 6 9 5 9 4 9 3 9 2 9 1 9 0 89

1 02 10 4 0 0 0 0 0

( 87 .2) ( 8 . 5) ( 3 .4) ( 0 . 0) ( 0 .0) ( 0 . 0) ( 0 .0) ( 0 . 0)

一 般的な 質問です｡

(3) こ の 講 義 を選択 した理 由は何 で す か ｡ ( 複数回答可)

①講義 概 要を 見て 内容 に 興 味を も っ た ②指定 さ れて

い た ③専門 との 関連で 必 要だ と思 っ た ④
一 般 教養

と して 必 要だ と思 っ た ⑤簡単 に 単位 が 取れ そ う だ っ

た ⑥時 間割 の 関 係 で 選択 せ ざるを え なか っ た ⑦そ

の 他 ( マ ーク シ ー トの 欄に 具体的 に 記入 して くだ さい)

(D ② (卦 ④ ⑤ (軒 ⑦

27 86 6 8 3 2 1

( 23 . 1) (73 .5) ( 5 . 1) ( 6 .8) ( 2 .6) ( 1 . 7) ( 0 .9)

(4) この 講 義 の 難 易度は､ あなた に と っ て どうで した か ｡

①全体と して わ か りやす か っ た ②わか りに く い 点 も

あ っ た が ､ 全 体と して は か な りわ か り やす か っ た

③わ か りや すい 点も あ っ た が､ 全 体と して か な りわ か

りに く か っ た ④全体と して わ か りにく か っ た

① ② ③ ④

24 5 5 3 2 5

( 2 0 . 5) (4 7 . 0) (2 7 . 4) ( 4 . 3)

( 5) 受講 して わか り に く い 点が 出て きた 理 由は何だと 考え

ます か ｡ ( 複数回答可)

①講 義 の程 度 が高 す ぎる ②受講 に 要求 され る基 礎知

識が 不足 して い た ( 高校で の 未履修等に よ る) (参自分

の 勉 強 ､ 努 力が 足 り なか っ た ④単 位取 得 の た めやむ

なく 選択 した ⑤内容 に 興 味が もて ず勉 強す る気 に な

れ なか っ た ⑥そ の 他 ( マ
ー

ク シ ー

トの 欄 に 具体的 に

記 入 して く ださ い)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

31 74 13 4 4 1

( 26 .5) ( 6 3 . 2) (ll .1) ( 3 .4) ( 3 . 4) ( 0 .9)

(6) 受講の 結果､ どの よ うな も の が 得られ ま した か ｡ ( 複

数回答可)

①興味を も っ て い た 内容に 関心 が深ま っ た ② こ の 分

野 の 学 問 に対す る関心が 深ま っ た ③体系的知 識が身

に つ い た ④専門 の 準備 と して 役立 っ た ⑤教養と し

て の知 識や考え方 が得られた ⑥特に何も得られなか っ

た (彰そ の 他 ( マ ー ク シ ー トの 欄に具 体的 に記 入 して

く だ さい)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

4 0 54 1 0 32 21 5 0

(3 4 .2) (46 .2) ( 8 .5) (27 . 4) ( 17 .9) ( 4 .3) ( 0 .0)

あなた の受講の様子 につ いて質問 します｡

(7) どの く ら い こ の 講義 に 出席 しま した か ｡

(丑ほ ぼ全 回 出席 した (参2/ 3 く らい は出席 した ③1/ 2

く らい は 出席した ④ほ と ん ど出席 しな か っ た

① ② ③ ④

9 4 2 2 0 0

(8 0 . 3) ( 1 8 . 8) ( 0 . 0) ( 0 . 0)
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(8) 講義 に 欠 席 ある い は遅 刻 したと き､ そ の後 どう しま し

た か ｡

①講 義 の 内容 を友人 に 聞く よう に した ② ノ
ー

トを友

人 に 借 りて 写 す ように した (参担 当教 員に 聞く よ うに

した ④時 に は友人あるい は担 当教 員に 聞くと か ､
ノ ー

トを 友人 に 借 りて 写 した こ とも ある ⑤特 に 何 も しな

か っ た

① ② ③ ④ ⑤

29 6 2 0 72

(24 .8) ( 5 . 1) ( 1 . 7) ( 0 .0) (61 .5)

(9) 講義 で 理解 で き なか っ た箇所 が 出て きた とき ､ どう し

ま した か ｡

①友人に たずね た ②担 当教 員に 質 問する よ うに した

③関係 す る図書 で 調 べ るよう に した ④時 に は 友人 に

たずね ると か ､ 担 当教員に 質 問す ると か ､ 関係す る 図

書 で 調 べ た こと も ある (参特 に 何 も しなか っ た

① ② ③ ④ ⑤

3 7 7 6 4 62

(3 1 . 6) ( 6 .0) ( 5 . 1) ( 3 .4) (53 .0)

色o) 講義 科 目で は､ 自習時間 をと る こ とを想 定 して 単位 数

が決め られて い ます ｡ 自習と して どの よ うな こ と を しま

した か ｡

(丑指 定 の 図書や資料を読ん で み た り した ②関連す る

図書や資料を自分で 見 つ けて 読んで みた り した (参ノ
ー

トを書き直して 整理 した ④特に何も しなか っ た

① ② ③ ④

9 10 3 94

( 7 .7) ( 8 .5) ( 2 .6) ( 80 . 3)

こ の授業の 内容に つ いて質問 L ます｡

q l) 講義 の 主 題 ･

テ
ー

マ が 明確で ､ そ の 趣 旨にそ っ て 進 め

られま した か｡

＋ ＋ ＋ o

36 56 2 3 0 1

(3 0 ･ 8) (47 ･9) (19 ･ 7) ( 0 .0) ( 0 . 9)

色2) 講 義の 内容 ･ 説 明が体系的 で 整理 さ れて い ま した か ｡

十 十 ＋ o

16 5 1 43 5 1

( 1 3 . 7) (43 .6) (36 .8) ( 4 . 3) ( 0 .9)

尽3) 講 義の 中 で い ろい ろな概念や 理 論 がわ か る よう に 説 明

され ま したか ｡

＋ ＋ ＋ o

15 56 3 9 5 1

(1 2 ･ 8) (47 .9) (3 3 . 3) ( 4 . 3) ( 0 .9)

(1㊥ 講義 の 内容 は興味あ るも の で したか ｡

＋ ＋ ＋ 0

2 8 60 2 7 0 1

(2 3 . 9) (51 .3) (2 3 . 1) ( 0 .0) ( 0 . 9)

(1身 講 義概 要 ( シ ラ バ ス) の と お りに 進 めら れま した か ｡

＋ ＋ ＋ 0

20 55 3 8 2 1

(17 . 1) (4 7 . 0) (3 2 .5) ( 1 .7) ( 0 .9)

(16) 各 回 の 講義 ､ ある い は全体 の 授業 の 内容 は量 的 に 適切

で したか ｡

十 ＋ ＋ 0

2 1 5 6 3 7 1 1

( 1 7 . 9) (4 7 .9) (3 1 . 6) ( 0 .9) ( 0 . 9)

こ の授業の や り方 につ い て質問します｡

(17) 教員の 話 し方 ( 早 さ
､ 声の 大 きさ､ 明瞭さ等) は適切

で した か ｡

十 ＋ ＋ o

19 5 4 3 7 4 2

( 16 .2) ( 4 6 . 2) (3 1 . 6) ( 3 .4) ( 1 . 7)

(18) 黒 板 の 使い 方 ､ 板書の 文 字は適切 で したか ｡

＋ ＋ ＋ 0

10 38 5 4 12 2

( 8 ･5) (32 .5) (4 6 . 2) ( 10 .3) ( 1 . 7)

(19) 視聴覚教 材 ･ プリ ン ト ･ 教 科書 等 は適切 に 使用 され て

い ま した か ｡

＋ ＋ ＋ o

1 9 5 3 4 1 1 2

(16 ･ 2) (4 5 . 3) (35 .0) ( 0 . 9) ( 1 .7)

¢o) 講 義 は
､ 学 生 の 反応 を 見な が ら進 め られ て い ると思 い

ま した か｡

＋ ＋ ＋ o

8 46 5 2 8 2

( 6 ･8) ( 39 .3) (4 4 . 4) ( 6 .8) ( 1 .7)

こ の授業の様子 に つ い て質問します｡

¢1) 教員が 講義に熱意を も っ て い ると感 じま したか｡

＋ ＋ ＋ o

17 5 3 4 0 6 0

( 14 .5) (4 5 .3) (34 . 2) ( 5 .1) ( 0 . 0)

¢2) 教 員が学 生 の 質問を促 し､ 学生 の 意 見 に 耳 を傾け よ う

と して い ま したか ｡

＋ ＋ ＋ 0

9 4 2 57 8 0

7 . 7) (3 5 . 9) (48 .7) ( 6 . 8) ( 0 .0)( 7 . 7) (3 5 . 9) (48 .7)
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¢3) こ の 講 義 に よ り､ 自分の 考え方が つ ちか わ れた り､ 得

る と こ ろが ありま した か ｡

＋ ＋ ＋ 0

23 4 7 4 2 3 1

( 19 .7) ( 4 0 .2) (3 5 . 9) ( 2 .6) ( 0 . 9)

¢4 講義室 の 状態や 学生 数な どの 環境は適切 で した か｡

＋ ＋ ＋ 0

15 4 9 38 1 1 3

( 12 .8) (4 1 . 9) ( 32 .5) ( 9 . 4) ( 2 .6)

そ の他次の事項 に つ いて ､
マ

ー

クシ ー

トの裏面 に自由に

書い てく ださい｡

¢尋 こ の 講義で 良か っ たと 思 う点を あ げて く ださ い ｡

･ お も しろ い テ
ー

マ が多 か っ た ｡ ( 医 1 )

･ 医学 に つ い て 日 常わ か らな い よ う な知 識 が え ら れ た｡

( 教 1 )

･ 他 学部 に も難 しす ぎな い 内容 ｡ ( 法 2 )

一
･ 難 解 なも の が なく ､ わ か りや すく て 良か っ た｡ ( 教 1)

･ い ろい ろな話 が聞 けて 楽 しか っ た｡ 毎回授 業す る先 生 が

か わ っ た の も 面 白か っ た ｡ ( 医 1 ) い ろ い ろな先 生 方 が

楽しく 講 義 して く れた｡ ( 医 1)

･ 面 白い 話が聞 けた こと ｡ ( 農 1) ( 経 1)

･ 医学 に 触 れ られた よう な気 がす る｡ ( 医 1)

･ 楽 ｡ ( 医 1) か ん たん ､
で もも っ と か ん たん に

｡ ( 医 1 )

･ 興味 深 い 話 だ っ た｡ ( 医 1 ) 色 々 な 医学 の 話が 聞 けて よ

か っ た｡ ( 医 1)

･ 普段 の 生 活 に 関わ る話 題 があ っ た と こ ろ｡ ( 医 1 )

･ 1 年で 唯
一

医学と関わ りの ある講義 だ っ たの で
､ 楽 しか っ

た｡ ( 医 1)

･ 2 年生 か ら の 専門 の 準備の 足 しに な っ た 感 じが す る｡

( 医 1 )

･ 先 生 がたく さん お られた ｡ ( 医 1 )

･ 暖か い こと ｡ たま に興 味の ある 内容の 時は楽 しか っ た ｡

( 医 1)
･

最近流行 して い る病 気 に つ い て の 話が聞 けて ､
ニ ュ

ー ス

や新聞が よく理 解で き る ように な っ た｡ ( 農1 )

･ 他学 部の 聴講も許 可 して く れた こ と｡ 定期 試験が ない こ

と｡ ( 理 1 )
･ 骨 の 講義 が た めに な っ た｡ ( 医 1 )

･ o H P や ビ デ オ を使 っ た 点 ｡ 具 体 的 事項 を扱 っ た 点 ｡

( 医 1 )

¢◎ こ の 講 義 で 良く なか っ た と思 う点を あげて く だ さ い ｡

･ 私語 が 多す ぎる｡ (人 3 ) ( 医 1 )

･ 専門的す ぎる授業 をす る先 生 もい た ｡ ( 医 1 )

･ 専門的す ぎて 全然 分か ら ない 講義 もあ っ た｡ ( 医 1 )

･ 医 学部 生 の 受講 態度｡ ( 法 1 ) 医 学部 生 は授業 中 う るさ

か っ た ｡ ( 農 1)

･ 夏は教室が 息苦 しか っ た｡ ( 医 1)

･ た ま に つ ま ら ない こ とが あ っ た｡ レ ベ ル が 高す ぎて 全 く

分か らな い こと が あ っ た｡ ( 医 1)

･ 部 屋が 暑 い
｡ き ゅ う く つ ｡ ( 医 1)

･ 楽す ぎ｡ ( 医 1 )

･ 毎回 テ ス トが あ っ た｡ ( 医 1 )
･ 難 しい 単位 とか 言葉が 出て きた｡ ( 医 1)

･ 時間 がた りな い 時もあ っ た こ と｡ ( 医 1)

･ あま り集中して 聞く こ とが で き なか っ た｡ ( 医 1)

･ 先 生 が毎 回交代 す るた め､ 講 義 内容 が中途 半端に なる こ

とが あ っ た点｡ ( 医 1 )
･ 視聴覚機器 に 不慣れ な人が 多い ｡ ( 人 2)

･ たま に先生に よ っ て 声が小さく て わ か らない ｡ ( 医 1 )

･ 映像 設備 が う まく い っ て なか っ た｡ (:哩1 )

･ か なり 内容が 難 しか っ た｡ ( 医 1 )

･ 多少 まと ま りが ない 時 が あ っ た ｡ ( 医 1)

¢7) こ の 講 義 をよ り良 い も の に す る に は ､ どうすれ ば よい

と 思い ます か ｡

･ 内 容 は教 養の 範 囲を 出な い よ うに す べ きだ｡ ( 医 1)

･ シ ラ バ ス に 担 当 教∃受の 所 属と お 名 前 を 記 して ほ し い ｡

( 関′しが高まる) ( 医 1)

･ 学 期末 テ ス ト実 施｡ ( 医 1 ) ( 経 1 )

･ テ ス トを なくす ｡ ( 医 1 )
･ 視 聴覚教材 を も っ と 多く す る｡ ( 医 1 )

･ 黒 板 を い っ ぱ い使 っ て ｡ ( 医 1)

･ も っ と教室 を涼 しく ｡ ( 医 1 )

･ も っ と資料 を使 っ て 欲し い ｡ ( 医 1)

¢8) そ の 他､ 開講 希望 科目や設 備 な どに対す る意見 を含め

て ､ 自 由に 書 い て くだ さい ｡

･

1 年 間と て も 楽 しか っ た で す ｡ ( 教 1 )

･ 理学部で ある が高校の と き生物をや っ て い た の で とて も

面白い 講義の 時もあ りま した｡ ただ ､ 医 学部 向 けか どう

か わ か りま せ ん が ､ 専 門用 語 を使わ れ ると他 学部 の 学 生

は少 し辛い と思 い ます ｡ ( 理 1 )

･ 医学 部 生は ､ う るさ い ｡ ( 法 1 )

･ 自分の 専門 とは 全く 関係の な い 話で あ っ た がわ か りや す

く説 明 して く れ 興味 がも て た｡ ( 経 1)

･ 脳 の 標 本が 見た か っ た で す ｡ ( 農 1 )

･ 先生 が毎 回違 うの で 不測 の 質問 は答 えるの が難 しか っ た｡

( 医 1 )

･ 空 気が だん だん きた なく なる の で
､ 空調を も っ と ち ゃ ん

と して ほ しい ｡ ( 農 1 )

･ も っ と 楽しく ｡ ( 医 1)

･ も っ と ビ デオ を 見た か っ た｡ ( 医 1)
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